
議
員　

組
合
施
行
か
ら
村
施
行
と
な
っ
た

が
、
進
捗
率
は
49
％
で
あ
る
。
駆
上
り
動

燃
線
と
駅
東
大
通
り
を
結
ぶ
道
路
は
半
分

が
舗
装
さ
れ
た
が
、
橋
の
見
通
し
お
よ
び

埋
め
立
て
の
土
は
足
り
る
の
か
。

建
設
水
道
部
長　

勝か

つ

ぎ

だ

し

も

木
田
下
の
内う
ち

線
の
橋

は
、
本
年
度
詳
細
設
計
を
行
い
、
平
成
27

年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。
埋
め
立
て
の

土
量
は
、
全
体
で
70
万
㎥
必
要
と
な
り
、

30
万
㎥
は
確
保
し
た
が
、残
り
40
万
㎥（
大

型
ダ
ン
プ
で
６
万
６
０
０
０
台
分
）
の
不

足
と
な
る
が
、
県
内
の
公
共
残
土
を
計
画

的
に
確
保
す
る
。

議
員　

過
去
の
議
会
で
完
成
に
は
相
当
の

年
数
を
要
す
る
と
の
答
弁
が
あ
る
が
、
現

時
点
で
村
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

高
低
差
が
あ
り
、
海
の
底
で
Ｎ
値

が
０
と
い
う
地
帯
も
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
体
験
か
ら
埋
立
地
の
も
ろ
さ
は
明
白

議
員　

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
セ

ン
の
機
能
強
化
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の

か
？ 

経
済
環
境
部
長　

生
活
用
水
確
保
の
た

め
、
井
戸
を
掘
削
し
て
既
存
の
屋
外
ト
イ

レ
に
接
続
し
使
っ
て
い
る
。
携
帯
型
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
を
追
加
配
備
し
、
防
災
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
を
更
新
し
た
。
ま
た
、
備

蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
防
災
資
機
材
と
し
て

飲
料
水
確
保
の
た
め
の
簡
易
水
槽
、
非
常

用
発
電
機
、
投
光
機
な
ど
を
配
備
し
た
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
村
で
基
幹
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成
し
、
出
前
講
座

な
ど
で
説
明
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に

２
つ
の
地
区
で
し
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
ら

れ
て
い
な
い
。

議
員　

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。
購

入
し
た
資
機
材
の
実
践
訓
練
や
先
行
し
て

と
な
り
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。

　

駅
西
、
駅
西
第
二
、
駅
東
と
年
数
が
か

か
っ
て
お
り
、
私
自
身
は
忸じ

く

じ怩
た
る
思
い

で
あ
り
、
慙ざ

ん

き愧
に
た
え
な
い
が
、
担
当
者

が
一
生
懸
命
や
っ
て
お
り
、
村
民
を
相
手

と
し
て
強
制
執
行
と
い
う
法
的
手
段
は
と

り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
る
地
域
の
取
り
組
み
を
見
て
い
た
だ
く

等
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
？

経
済
環
境
部
長　

真
崎
コ
ミ
セ
ン
で
は
防

災
資
機
材
を
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
は
他
の
地

区
へ
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

新
政
会　

舛
井　

文
夫　

議
員

問　

中
央
地
区
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況

お
よ
び
課
題

答　

勝
木
田
下
の
内
線
の
橋
は
平
成
27
年
度

完
成
予
定

新
和
と
う
か
い　

越
智　

辰
哉　

議
員

問　

コ
ミ
セ
ン
の
機
能
強
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
だ
か
？

答　

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
２
つ
の
地

区
の
み

コミセン倉庫に配備した発電機の実践訓練

中央地区の完成予想図
○印が勝木田下の内線の橋

一
般
質
問
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